
これは『概要版』です。小中学校、教科別の詳しい結果および分析は別のページに掲載してい

ます。そちらを御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査の目的 

〇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を 

 把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

〇学校における児童生徒の課題を検証し、その改善を図る。 

〇以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証・改善サイクルを確立する。 

 

■調査対象   佐賀市立小学校第６学年、佐賀市立中学校第３学年 

 

■調査内容 

 ①教科に関する調査（国語、算数・数学） 

  ◇主として「知識」に関する問題 [国語Ａ、算数・数学Ａ] 

   ・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容 

   ・実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 

  ◇主として「活用」に関する問題 [国語Ｂ、算数・数学Ｂ] 

   ・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力 

   ・様々な課題解決のための構想を立て、実践し、評価・改善する力など 

 ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ◇児童生徒に関する調査 

   ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

  ◇学校に対する調査 

   ・指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

■調査実施日   平成２９年４月１８日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度全国学力・学習状況調査における 
佐賀市の子どもたちの結果 

 

各学校では、「調査結果分析検討委員会」を組織し、学習状況調査の分析をしたり、考察と指導法改善の方

策について協議をしたりしています。個々の学校の結果については、各学校のホームページを御覧ください。 

学力は、知識や技能に加えて、自ら学び、判断・行動し、問題解決する資質や能力等までを含めたもの

です。全国学力学習状況調査は小学６年生・中学校３年生と限られた学年が対象であり、教科は国語、算

数・数学に限られています。したがって、ここに示している結果につきましては、「学力の特定の一部分」

であり「学校における教育活動の一側面を示すもの」とご理解ください。 
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■佐賀市における調査対象  佐賀市立の小学校 35 校、中学校 18 校 

 

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教科に関する調査 

  国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

佐賀市 75 57 81 45 

佐賀県 75 56 80 44 

全  国 74.8 57.5 78.6 45.9 

 

  国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

佐賀市 76 70 62 45 

佐賀県 77 70 62 46 

全  国 77.4 72.2 64.6 48.1 

 
○小学校６年生では、国語Ａ、算数Ａが、全国平均正答率を上回っている。 

 

○中学校３年生では、国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂすべてにおいて全国平均正答率を下回っている。 

 (詳細な分析は、別添の各教科の結果をご覧ください。) 

②生活習慣や学習習慣等に関する調査＜児童生徒質問紙調査＞ 
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○児童生徒質問紙調査で「授業の中で『目標』（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか」については、

小６、中３共に「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合が全国平均より高

い。また、その割合は２６年度から年々高くなっている。「授業の最後に学習内容の『振り返る活動』をよく

行っていたと思いますか」についても、中３、小６共に「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回

答した児童生徒の割合が全国平均より高い。国立教育政策研究所の調査において、「授業のはじめに『目標』

が示されていること」「授業の最後に『振り返る活動』が行われていること」を、積極的に行った学校ほど、

教科の正答率が高い傾向にあることが示されている。この２つの活動に関しては、学力向上につなげるため

に今後も継続していく必要がある。 
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○「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と肯

定的な回答をした学校の割合は、全国平均とほぼ同等

である。小中学校の学習の基盤となる学習ルールやマ

ナーについては、今後も発達段階に応じた指導を継続

していくことで、習慣付けていくことが必要である。

また、この学習習慣を家庭学習にもつなげていく必要

がある。 

○「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と肯

定的に回答した学校の割合は、中３、小６共に全国平

均とほぼ同等である。思考力、判断力、表現力を育む

ためには、言語活動が不可欠である。今後は、児童生

徒が主体的に取り組むための言語活動の進め方につい

て更に検討していく必要がある。 

③学校質問紙調査 

○「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と

肯定的に回答した生徒の割合は全国とほぼ同等だが、

その差は昨年度より小さくなっている。授業の中でグ

ループなどで対話する場面や発表する場面を効果的

に位置付けていく必要がある。 

○「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と

回答した児童の割合は全国平均より高い。「主体的な

学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点で授業を改

善し、自分たちで課題を立てて調べたり調べたことを

発表したりする活動を多くの教科で取り入れていく

必要がある。 

○読書時間を確保している児童の平均正答率は高い傾

向にあるが、３０分以上読書をしている割合は昨年度

よりも低く、全国平均よりも２％低くなっている。テ

レビやゲーム等の時間を含めた家庭での過ごし方につ

いて指導を行い、家庭での読書時間を確保できるよう

改善を促していく必要がある。 

○平日の家庭学習について１時間以上勉強している

割合は、全国平均より５％低く、昨年度と比べても低

くなっている。「１時間以上２時間より尐ない」と回

答した生徒の割合が一番多い。今後、家庭学習で取り

組む内容や時間について具体例を示すなどしながら、

家庭と連携して充実を図っていく必要がある。 


